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井

源

衛
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彫
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腎
帝
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姦
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三
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'
爵
自
．

轟
旧
観
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羅
琳
蒙
姻
技
暗
雲
苔
難
語
秀
脂
水
加

“
議
馨
箆
岱
糞
・
獲
熔
祈
専
意
蒋
・
蓼
言
席
甚

砕
脅
約
垂
衝
参

．
出
脅
写
家
捜
体
毯
野
駆
箔
・
績
庫
洌
曲
論
擁
壁
為
様

制，

は
 
じ
 
め
 
に

 
私
は
昭
和
五
十
八
年
三
月
よ
り
一
か
年
間
、
韓
国
ソ
ウ
ル
市
に
出
張
し
、
そ

の
地
の
韓
国
外
国
語
大
学
校
研
究
科
で
授
業
を
し
た
が
、
そ
の
間
に
関
係
諸
…
機

関
の
御
好
意
を
得
て
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
、
国
立
申
央
図
書
館
等
所
蔵
の
日
本
文

『墨水暗主雑録巻二』巻頭

学
関
係
図
書
を
若
干
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
る
依
田
学
海
の
日
記
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ

る
。 

北
本
は
、
右
の
国
立
中
央
図
書
館
蔵
書
で
あ
る
。
同
図
書
館
は
、
ソ
ウ
ル
市

南
山
の
西
端
頂
上
に
在
在
、
そ
の
蔵
書
中
に
は
、
日
本
植
民
地
時
代
の
旧
朝
鮮

総
督
府
図
書
館
の
蔵
書
数
万
冊
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目

録
も
整
備
さ
れ
て
い
る
ね

 
そ
の
事
を
、
私
は
ソ
ウ
ル
着
任
後
間
も
な
く
、
当
地
の
誠
信
女
子
大
学
教
授

森
田
芳
夫
氏
よ
り
教
え
ら
れ
、
同
氏
及
び
日
本
大
使
館
員
の
斡
旋
の
下
に
、
四

月
中
旬
に
同
館
を
訪
れ
、
ま
ず
そ
の
蔵
書
目
録
を
拝
見
し
た
の
で
あ
っ
た
。
「
外

図
国
書
目
録
」
四
冊
申
に
占
め
る
和
書
の
圧
倒
的
な
量
に
、
私
は
圧
倒
さ
れ
た

が
、
と
も
か
く
も
と
、
，
目
を
通
し
、
メ
モ
を
と
っ
て
ゆ
く
う
ち
に
、
四
月
下
旬

で
あ
っ
た
か
、

 
 
依
田
学
海
草
稿
 
古
五
一
三
一
i
八
 
全
七
冊
-

と
い
う
文
字
が
目
に
入
っ
た
。
「
草
稿
」
と
い
え
ば
、
自
筆
の
可
能
性
が
大
き

く
、
ま
た
七
冊
は
量
も
．
大
き
い
。
学
海
は
、
坪
内
造
遙
よ
り
一
歩
早
く
現
れ
た

明
治
初
期
の
漢
学
出
身
の
文
学
者
で
あ
る
。
そ
の
創
作
に
か
か
る
小
説
や
劇
も
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い
く
つ
か
あ
る
が
、
む
し
ろ
歌
舞
伎
界
の
旧
弊
を
打
破
し
よ
う
と
試
み
て
、
川

上
音
二
郎
な
ど
と
共
に
演
劇
改
良
運
動
を
い
わ
ゆ
る
壮
士
劇
の
形
で
大
胆
に
推

し
進
め
た
が
、
そ
の
あ
ま
り
の
過
激
さ
に
、
時
代
に
受
け
ら
れ
ず
、
劇
団
か
ら

も
背
を
向
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
も
一
見

に
値
す
る
と
気
持
が
動
い
て
、
現
物
を
出
し
て
も
ら
っ
て
見
る
と
、
案
の
定
馬
学

海
の
自
筆
日
記
に
ま
ち
が
い
な
か
っ
た
。
そ
の
並
々
な
ら
ぬ
達
筆
の
ほ
ど
と
、

至
る
と
こ
ろ
に
見
え
る
乱
暴
な
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
加
筆
推
敲
の
あ
と
、
ま

た
楷
・
行
・
草
の
入
り
乱
れ
た
字
体
、
多
く
の
書
入
、
補
入
な
ど
は
、
と
う
て

い
後
人
の
写
で
な
い
こ
と
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
 
（
後
に
私
は
無
窮
会

文
庫
所
蔵
の
多
く
の
学
海
自
筆
本
を
照
合
し
、
両
者
同
筆
で
あ
る
こ
と
を
確
か

め
る
こ
と
が
で
き
た
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
'

 
ま
た
、
そ
の
内
容
を
走
り
読
み
す
る
だ
け
で
、
清
し
い
数
の
明
治
十
年
、
二

十
年
代
の
文
人
の
名
が
見
え
た
。
私
は
、
自
分
の
専
門
領
域
と
は
か
け
隔
っ
て

い
る
こ
と
に
、
た
め
ら
い
も
感
じ
た
け
れ
ど
、
種
々
の
条
件
を
考
え
れ
ば
、
こ

の
機
を
逸
す
れ
ば
、
こ
の
日
記
が
世
に
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
当
分
望
み
う
す
に

な
り
そ
う
な
気
が
し
た
の
で
、
意
を
決
し
て
、
そ
の
翻
字
、
翻
刻
を
思
い
立
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

 
以
後
一
年
半
に
し
て
、
昨
今
、
多
く
の
難
読
個
所
を
残
し
な
が
ら
も
、
と
も

か
く
も
い
ち
お
う
全
巻
の
作
業
を
終
了
し
、
翻
字
お
よ
び
訓
み
下
し
文
共
で
計

四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
一
二
五
〇
枚
に
達
し
た
。

 
以
下
に
本
書
の
性
格
・
内
容
に
つ
い
て
こ
ぐ
概
略
を
記
し
て
み
た
い
。
も
と

よ
り
素
人
の
わ
ざ
で
誤
り
も
多
い
こ
と
と
思
う
。
こ
と
に
当
時
の
文
壇
一
般
の

情
勢
に
は
言
い
の
で
、
記
述
は
ほ
ぼ
こ
の
新
資
料
に
即
し
た
も
の
に
限
定
し
、

そ
れ
以
外
の
資
料
と
の
係
わ
り
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
よ
り
適
当
な
方
々
に
よ

っ
て
ま
り
詳
細
に
馬
術
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

一

 
ま
ず
本
書
の
書
誌
を
説
明
す
る
。

函
架
番
号
は
前
記
の
通
り
で
あ
り
、
ま
た
旧
朝
鮮
総
督
府
図
書
登
録
番
号
は
、

「
古
一
四
九
八
○
」
、
昭
和
十
三
年
七
月
五
日
の
登
録
で
あ
る
こ
と
は
、
'
第
一

冊
の
表
紙
の
見
返
し
に
押
さ
れ
た
登
録
印
に
よ
っ
て
判
明
す
る
。
そ
の
購
入
、

又
は
入
手
先
は
不
明
で
あ
る
。
全
七
冊
の
内
訳
は
、

'
 
墨
水
別
塁
雑
録
二
 
半
紙
本
一
冊
 
十
行
罫
紙

 
 
・
開
治
十
六
年
九
月
十
五
日
～
二
一
年
八
月
十
五
日
号
一
〇
〇
丁
。

 
 
墨
水
別
蟹
雑
録
三
 
中
本
一
・
冊
 
十
行
罫
紙

 
 
 
右
に
続
き
二
十
四
年
七
月
十
四
日
ま
で
、
八
九
丁
。

 
 
墨
水
別
駆
雑
録
四
 
半
紙
本
一
冊
 
七
行
罫
紙

 
 
 
右
に
続
き
咀
活
二
六
年
六
月
二
十
．
一
日
ま
で
、
四
七
丁
ゆ

 
 
墨
水
雑
録
（
一
）
 
中
本
 
一
冊
八
行
罫
紙

 
 
 
右
に
続
き
明
治
二
十
九
年
三
月
十
六
日
ま
で
、
九
七
丁
。

 
 
墨
水
雑
録
（
二
）
 
中
本
一
冊
 
十
行
罫
紙

 
 
 
右
に
続
き
、
明
治
三
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
、
七
三
丁
。

 
 
漢
文
読
本
洋
本
二
巻
一
冊

 
 
学
海
剰
稿
 
半
紙
本
一
冊

こ
の
中
漢
文
読
本
以
外
は
す
べ
て
学
海
自
筆
で
あ
る
。
最
後
の
二
冊
は
日
記
で

・
は
な
い
。
「
漢
文
読
本
」
は
、
学
海
が
仙
台
の
渡
貫
恵
雲
の
協
力
を
得
て
編
輯

し
た
教
科
書
原
稿
か
と
思
わ
れ
る
（
無
窮
会
文
庫
本
『
学
海
日
記
」
明
治
三
三

年
七
月
二
四
日
条
）
が
、
「
廃
物
」
と
異
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
ど
こ
ろ
で
み
れ

ば
、
こ
れ
は
教
科
書
に
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
え
る
。
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ま
た
「
学
海
送
稿
」
は
、
明
治
十
九
年
よ
り
二
十
二
年
に
至
る
間
の
彼
の
友

．
人
、
菊
池
三
身
・
関
根
花
堂
．
・
小
山
春
山
・
杉
浦
梅
潭
・
山
田
新
川
・
村
山
拙

軒
ゲ
中
根
香
亭
等
の
詩
文
を
集
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
二
冊
は
今
、
思
い
㌧

て
、
「
墨
水
」
を
冠
し
た
五
冊
が
日
記
で
あ
り
、
当
面
そ
れ
だ
け
を
取
り
上
げ

る
こ
と
に
し
た
い
。

 
そ
の
書
誌
に
つ
い
て
さ
ら
に
補
足
す
れ
ば
、
装
釘
は
す
べ
て
袋
綴
、
用
紙
は

楮
斐
と
り
ま
ぜ
て
、
概
し
て
上
質
で
あ
る
。
冊
に
よ
っ
て
異
る
が
、
凝
っ
た
草

木
文
様
や
雷
文
繋
ぎ
文
様
を
以
て
枠
を
飾
る
な
ど
し
て
い
る
。

 
各
巻
と
も
、
前
述
の
如
く
楷
行
草
を
混
用
し
、
朱
・
墨
に
よ
る
訂
正
・
加
筆

・
朱
点
が
多
く
、
殊
に
詩
は
推
敲
の
跡
が
著
し
く
、
時
に
難
読
を
免
れ
な
い
。

頭
欄
外
に
は
し
ば
し
ば
細
字
に
よ
る
書
入
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
性
格
は
、
小

見
出
し
・
訂
正
・
補
筆
・
加
注
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
ま
た
本
文
の
記
述

は
、
お
お
む
ね
は
日
ご
と
に
執
筆
し
た
ら
し
い
が
、
中
に
は
、
日
付
を
改
行
せ

ず
、
前
日
条
下
に
追
込
み
で
書
き
続
け
る
こ
と
が
あ
り
、
必
ず
し
も
そ
の
日
そ

の
日
の
執
筆
と
も
限
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
後
日
追
記
で
あ
る
こ
と
歴
然

た
る
個
所
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
稀
に
は
本
行
の
中
に
そ
の
旨
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
そ
の
前
後
の
執
筆
の
時
点
に
つ
い
て
判
断
に
苦
し
む
場
合
も
あ

る
。

 
ま
た
以
上
五
冊
の
中
に
は
、
第
一
巻
に
当
る
「
墨
水
別
駆
雑
録
一
」
は
見
当

ら
な
い
。
後
述
の
如
く
、
こ
の
別
面
を
設
け
た
の
は
、
学
海
自
身
明
治
八
年
と

い
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
雑
録
は
そ
れ
以
後
に
記
し
は
じ
め
た
も
の
で
あ
る
こ

と
明
ら
か
だ
が
、
第
二
巻
が
明
治
十
六
年
九
月
か
ら
足
か
け
五
年
間
、
第
三
巻

が
足
か
け
四
年
間
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
ば
第
一
巻
は
明
治
十
一
・
二
年
ご

ろ
か
ら
書
き
始
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
因
み
に
い
え
ば
、
無
窮
会
文
庫
中
に
は
、
依
田
学
海
の
自
筆
日
記
全
四
十
四

冊
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
既
に
諸
家
に
よ
っ
て
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ
 
 
 
 
 
 
 
 
ぼ

近
代
文
学
研
究
の
宝
庫
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
関
良
一
氏
に
よ
れ
ば
、
右

・
の
無
窮
会
文
庫
本
は
安
政
三
年
二
月
に
始
ま
り
、
明
治
三
十
四
年
二
月
二
十
七

日
に
終
る
。
こ
の
中
、
こ
の
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
本
に
見
え
る
明
治
十
六
年

か
ら
同
三
十
二
年
十
二
月
に
至
る
範
囲
は
、
無
窮
会
本
で
は
十
七
冊
に
収
ま
っ

て
い
る
。
私
の
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
も
無
窮
会
文
庫
本
の
春
型
も
大
小
さ
ま
ざ

ま
で
半
紙
本
、
申
本
・
横
本
を
交
え
て
、
文
字
も
極
端
な
細
字
も
あ
り
、
内
容

の
密
度
は
一
，
概
に
は
論
じ
に
く
い
が
、
概
し
て
記
事
の
量
は
無
窮
会
本
の
方
が

は
る
か
に
多
い
。

 
し
か
し
、
こ
う
し
て
少
く
と
も
明
治
中
期
十
数
年
周
に
わ
た
っ
て
、
学
海
は

二
種
類
の
口
記
を
平
行
し
て
書
き
続
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 
ま
た
、
無
窮
会
本
は
そ
の
明
治
以
前
の
初
期
は
純
漢
文
体
が
多
い
が
、
中
期

以
後
に
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
和
文
体
に
変
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
韓
国
本
は

終
始
一
貫
純
漢
文
体
で
あ
る
。
書
誌
的
な
こ
と
ば
大
体
以
上
で
あ
る
。

二

 
「
墨
水
別
壁
」
と
は
、
彼
の
向
島
の
別
荘
で
あ
る
。
学
海
は
明
治
七
年
四
月

向
島
須
崎
村
の
尼
寺
青
雲
軒
に
寓
し
、
翌
八
年
四
月
に
そ
の
地
に
巨
邸
を
建
て

た
。
自
筆
の
「
学
海
先
生
一
代
記
」
に
は
、
そ
の
絵
に
添
え
て
「
柳
蔭
精
盧
を

築
き
し
は
明
治
八
年
四
月
の
比
な
り
」
と
記
ル
て
い
る
。
そ
れ
は
、
同
地
字

大
下
百
六
十
二
・
百
六
十
三
・
百
六
十
五
の
三
つ
の
番
地
に
ま
た
が
っ
て
い
る

（
明
治
二
六
年
六
月
一
二
日
条
）
。
日
記
中
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
吾
妻
橋
の

近
く
で
、
す
ぐ
近
所
に
成
島
柳
旧
邸
、
ま
た
隣
に
は
榎
本
愈
々
邸
が
あ
っ
．
た
。

依
田
学
海
の
漢
文
体
日
記
 
一
韓
国
々
立
中
央
図
書
館
蔵
『
墨
水
別
壁
雑
録
」
『
墨
水
雑
録
」
に
つ
い
て
一

（ 125 ）

、



そ
の
後
明
治
十
四
年
に
至
っ
て
四
谷
塩
町
に
、
さ
ら
に
十
六
年
六
月
神
田
小
川

 
 
 
 
 
 
⑨

町
に
転
宅
し
た
が
、
こ
の
向
島
の
邸
宅
は
処
分
せ
ず
も
と
の
ま
ま
に
残
し
て
、

別
荘
と
し
て
用
い
た
も
の
ら
し
い
。
、
三
つ
の
番
地
に
ま
た
が
る
と
い
え
ば
そ
の

地
域
の
広
さ
も
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
番
地
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
宅
地
と
庭
と
園
と

に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
庭
に
は
桜
・
梅
・
・
秋
海
裳
・
さ
る
す
べ
り
・
芭
蕉
．

藤
棚
が
あ
り
、
池
に
は
蓮
華
が
開
い
た
。
文
部
省
修
史
局
書
記
官
と
し
て
勤
め

て
い
た
こ
ろ
は
、
も
と
か
ら
の
資
産
に
合
せ
て
、
俸
給
・
売
文
等
で
生
活
は
ゆ

た
か
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
明
治
十
八
年
三
月
罷
官
以
後
は
、
し
ば
し
ば
収
入

の
敏
乏
と
倹
約
を
旨
と
ず
べ
き
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
常
に
何
人
'

か
、
の
召
使
を
置
い
て
い
た
。
書
斎
は
別
棟
に
あ
っ
た
が
、
「
や
や
後
に
は
、
．
風

通
し
の
よ
い
母
屋
の
二
階
の
座
敷
を
用
い
、
．
そ
れ
を
「
書
棚
」
ど
呼
ん
で
い

る
。 

こ
の
日
記
執
筆
の
趣
旨
に
就
い
て
、
彼
は
、
前
後
三
度
に
わ
た
り
、
巻
頭
に

序
の
形
で
述
べ
て
い
る
。
今
そ
の
う
ち
の
二
篇
を
引
く
。
原
漢
文
は
以
下
す
べ

て
私
の
訓
み
下
し
．
文
に
改
め
た
。

 
 
 
柳
蔭
精
華
題
詠
序

 
 
千
里
ノ
清
流
、
一
抹
ノ
遠
山
、
白
帆
碧
芦
二
三
没
シ
、
三
芳
姻
波
二
遊
泳

 
 
ス
、
万
桜
雲
ト
籏
リ
、
綺
羅
路
ヲ
塞
グ
、
涼
風
水
ヲ
痴
り
、
書
筋
岸
二
繋

 
 
ガ
ル
、
紅
楓
林
ヲ
綴
り
幽
人
杖
ヲ
曳
ク
、
寒
江
雪
ラ
釣
り
、
漁
翁
歌
ヲ
唱

 
．
フ
、
凡
ソ
墨
上
ノ
勝
景
、
四
時
之
佳
艶
、
収
め
て
几
上
ノ
物
為
ル
者
ハ
吾

 
 
ガ
柳
陰
精
盧
也
、
余
客
歳
ヲ
以
テ
官
ヲ
罷
メ
、
江
湖
二
優
遊
、
日
二
文
墨

 
 
ヲ
以
テ
業
ト
為
ス
、
都
門
ノ
桂
冠
、
衣
食
二
奔
走
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
侃
ツ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み

 
 
テ
小
川
坊
二
子
リ
、
賓
客
門
二
盈
チ
、
応
接
二
暇
ア
ラ
ズ
、
書
ヲ
著
シ
沈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ
 
こ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
ご
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
ゆ
ナ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
ノ

 
 
思
セ
ン
ト
欲
セ
バ
、
時
二
精
盧
二
士
ル
ヲ
以
テ
常
ト
為
ス
、
‘
蓋
シ
一
文
一

 
，
，
、
-
1
-
i
。
-
-
i
-
i
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
ま
た

 
 
 
詩
ノ
成
ル
ハ
、
．
却
チ
墨
上
風
月
ノ
力
居
ル
コ
ト
多
シ
。
 
偶
、
マ
騒
人
雅
客

 
 
 
ノ
訪
臨
ヲ
辱
ウ
ス
ル
有
ラ
バ
、
必
ズ
題
詠
有
り
、
積
ξ
テ
菖
笙
二
充
ツ
、

 
 
 
頃
者
逐
次
輯
録
シ
、
時
二
出
ダ
シ
テ
観
覧
ス
、
以
テ
吾
が
文
気
ヲ
助
ク
ル

 
 
 
ニ
足
ル
、
鳴
呼
余
モ
マ
タ
、
浪
淘
ノ
歳
月
、
白
髪
頭
二
満
チ
、
今
年
五
十

 
 
 
有
六
ナ
リ
、
天
若
シ
余
齢
ヲ
賜
う
バ
、
以
テ
著
作
ヲ
事
ト
セ
ン
、
此
二
継

 
 
 
グ
以
後
、
諸
友
題
詠
ノ
日
モ
亦
益
ス
多
ク
《
余
ノ
文
筆
益
ス
進
マ
ン
転
落

 
 
 
二
此
ノ
江
山
必
風
月
二
娩
ヅ
ル
コ
ト
無
ク
、
名
ヲ
後
世
二
伝
ヘ
ン
ト
ス
ル

 
 
 
モ
亦
諸
友
ノ
賜
也
。

 
 
 
 
明
治
二
十
一
年
十
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．
学
海
居
士
百
川

 
こ
れ
は
、
明
治
二
十
四
年
七
月
に
起
稿
し
た
「
別
塁
雑
録
四
」
の
巻
頭
に
置
か

 
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
執
筆
成
稿
し
た
の
は
、
そ
れ
よ
り
約
二
年
八
ヶ
月

 
以
前
の
こ
と
と
な
る
。
学
海
は
こ
れ
に
続
け
て
「
題
詠
未
ダ
完
製
セ
ズ
，
脚
力

、
序
ヲ
作
り
テ
之
ヲ
日
録
ノ
首
二
置
ク
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
題
詠
」
と
は
、
漢

 
詩
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
詩
の
代
り
に
、
散
文
の
序
を
巻
頭
に
据
え
た
と
の

 
意
か
と
思
う
が
、
・
こ
の
末
尾
一
文
を
ふ
く
め
て
ハ
序
そ
の
物
も
旧
作
に
係
る
も
．

 
の
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
 
次
ぎ
は
「
墨
水
雑
録
（
二
）
」
の
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
。

 
 
 
 
墨
水
雑
録
引

 
 
 
今
ヲ
距
ル
ニ
十
一
年
、
無
始
メ
テ
室
ヲ
墨
水
柳
圃
時
弊
ク
、
当
時
人
屋
稀

 
 
 
疎
、
田
園
相
接
シ
、
車
馬
至
ラ
ズ
、
凡
ソ
吾
が
耳
目
直
入
ル
者
、
 
一
ト

 
 
 
シ
テ
画
景
詩
景
ナ
ラ
ザ
ル
莫
シ
。
既
ニ
シ
テ
心
服
、
．
田
ヲ
埋
メ
テ
園
ト
為

 
 
 
シ
、
樹
ヲ
勇
リ
テ
屋
ヲ
建
ツ
。
或
ハ
乃
チ
魏
然
ト
シ
テ
高
岳
雲
脊
二
立

 
 
 
ツ
。
而
シ
テ
謡
扇
タ
ル
富
商
、
目
二
丁
字
ヲ
識
ラ
ザ
ル
者
モ
亦
争
ヒ
テ
之
．
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た
う

 
 
二
倣
フ
、
一
幅
ノ
江
村
画
景
ヲ
変
ジ
テ
、
前
馬
市
街
ノ
俗
画
ト
為
ス
、
歎

 
 
ク
ニ
勝
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
カ
。
然
レ
ド
モ
余
ノ
住
ム
所
ノ
小
別
ハ
柳
圃
二
在

 
 
リ
、
幸
二
静
寂
ヲ
得
テ
読
書
三
升
二
恩
シ
、
亦
不
幸
中
ノ
幸
也
。
此
ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
の
か
た

 
 
録
、
家
ヲ
神
田
二
移
シ
、
此
ノ
壁
ヲ
以
テ
別
業
ト
為
セ
シ
ヨ
リ
来
、

 
 
日
ヲ
逐
ヒ
テ
記
録
シ
、
井
セ
テ
得
ル
所
ノ
雑
文
詩
ヲ
之
二
載
セ
、
積
り
テ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ま

 
 
数
巻
二
至
ル
、
中
二
間
此
ノ
地
ノ
変
遷
盛
衰
モ
亦
以
テ
見
ル
ベ
シ
。
独
り

 
 
一
家
ノ
記
載
…
ノ
ミ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
也
。

 
 
 
明
治
二
十
九
年
三
月
 
 
 
 
 
 
 
 
学
海
居
士
一

こ
こ
に
は
引
か
な
か
っ
た
他
の
一
篇
緬
鞘
に
慰
を
ふ
く
め
て
、
そ
の
趣
旨
は
一

貫
し
て
明
ら
で
あ
る
コ
即
ち
本
宅
で
は
来
客
の
応
接
そ
の
他
俗
用
に
忙
し
く
、

此
処
に
来
て
沈
思
著
述
の
時
を
得
、
あ
る
い
は
三
友
と
共
に
風
騒
を
楽
し
も
う

と
す
る
に
あ
る
。
，
し
か
も
そ
の
間
お
の
つ
か
ら
時
代
風
俗
の
変
遷
の
跡
を
記
す

こ
と
に
も
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
さ
て
、
学
海
は
こ
の
日
記
を
別
駆
に
在
っ
て
記
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
別
戸

に
彼
は
い
っ
た
い
ど
の
程
度
の
頻
度
で
出
向
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
だ
、
全

巻
に
就
い
て
詳
し
く
調
査
し
て
い
な
い
の
で
、
便
宜
的
に
、
明
治
十
七
年
目
、

二
十
五
年
、
三
十
一
年
の
三
年
間
に
つ
．
い
て
、
彼
の
滞
在
日
を
し
ら
べ
て
み

た
。

明
治
十
七
年
。

四 三

月月

61 4
71・ 8・

121 9
131 10

161 22

171 23

19 30

26
27

月
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月
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五
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六
月

 
七
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八
月

 
九
月

 
十
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十
↓
月

十
二
月
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1
9
i
l
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g
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g
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I

l
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3

4
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25
26
31

3

6
7

13
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23
24

27
281

2
3

9

16

22
23
26

5

12

17
18

22
29

20
21

27
28

5

6
7

8
9
10

15

16
17
18

19
20

25
26
27
28
29

明
治
二
十
五
年
（
学
海
六
十
歳
）

重±＋九八七六
月 月 月 月 月 月 月

五 四 三ニ ー・
月 月 月 月 月

5 9
6 10
13 17

231 18

24i 19

291 25

301 26

 ・27

12

23
24
28
30

5

6
7
8

18

19
20

27
28
29

9
10
11

12

13

14
15

23
，24

25
26
27

A 3
月 5
初 11
修 12

善13
寺 14

二 20
旅21
、琶22

  32

  25
26
27

6

15

16
17

24
25

4
5

13
1'4

20
21

22
31

81 4
91 5
17 6
191 12

201 13

261 21

271 22

  23

 30
 31

3Hl
51 A

13年
14頭
15．兄

22柴
23浦
24死
 ソ
  コ
  'ト

  ア

 ど
23
25

依
田
学
海
の
漢
文
体
日
記
 
ー
韓
国
々
立
中
央
図
書
館
蔵
『
墨
水
別
塁
雑
録
」
『
墨
水
雑
録
』
に
つ
い
て
ー
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、

明
治
三
十
一
年

 
一
月
 
 
（
上
旬
寒
冒
臥
床
）
8
3
0
3
1

 
二
月
9
1
1
1
7
1
8
1
9
2
7
2
8

 
三
月
 
8
9
（
2
8
ヨ
リ
四
月
初
旬
旅
行
）

 
四
月
 
6
7
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
2
0
2
1
2
2
2
3
2
9
3
0

 
五
月
 
7
8
9
1
6
1
7
1
8
1
9
2
8
．

 
六
月
 
 
（
親
戚
病
残
ノ
タ
メ
忌
）
 
1
0
1
1
1
2
2
0
2
2
2
7
2
8

 
七
月
 
6
7
8
1
6
1
7
～
2
6
（
齢
蜘
欄
）
2
8

 
八
月
・
3
5
2
2
2
3
2
4

 
九
月
 
2
3
1
2
1
3
1
4
2
1
2
2
2
3
2
4

 
十
月
1
6
1
3
1
4
2
1
2
2
2
3
3
0
3
1

十
一
月
1
9
1
1
1
9
2
1
3
0

十
二
月
 
1
2
1
3
（
以
後
二
か
月
病
臥
）

右
側
に
傍
線
を
施
し
た
の
は
、
一
連
の
滞
在
を
意
味
す
る
。
日
記
に
は
、
「
来
」

「
去
」
と
刻
明
に
記
す
こ
と
が
多
く
、
ま
た
一
方
前
述
の
無
窮
相
撃
本
宅
日
記

に
も
こ
れ
と
対
応
す
る
記
述
が
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
明
治
二
十
年
四
月
末
か

ら
五
月
末
ま
で
の
間
両
者
を
左
に
対
照
す
る
。

（
韓
国
本
）

（
無
窮
会
本
）

四
月
三
十
日

三
児
子
参
宮
日
、
従
俗
例
也
。

製
赤
飯
贈
諸
所
往
来
者
、
余

乃
至
墨
水

墨
水
に
至
る
。
二
日
は
貞
美

宮
参
と
て
赤
飯
を
作
る

〃吾〃〃〃〃〃〃〃

 
二
日

 
六
日

 
七
日

 
八
日

 
九
日

十
七
日

十
八
日

二
五
日

二
六
日

帰
去

自
小
川
坊
至

（
外
出
）
復
還
墨
水

三
宿

去至
墨
水

去
帰
小
川
坊

自
小
川
総
噸

帰
去

墨
水
よ
り
か
へ
る

墨
水
に
ゆ
く

墨
水
よ
り
か
へ
り
て

墨
水
に
至
る

か
へ
る

一
墨
水
に
ゆ
く

一
墨
水
よ
ひ
か
へ
る

．
文
申
に
見
え
る
「
貞
美
」
は
彼
の
庶
子
で
幼
名
比
狡
古
。
前
月
三
月
三
十
一

日
に
三
三
で
生
れ
た
。
母
は
彼
の
妾
山
崎
瑞
香
で
あ
る
。
こ
の
女
性
は
身
分
は

い
わ
ば
上
女
中
で
あ
る
。
い
ず
れ
別
稿
に
於
い
て
詳
し
く
述
べ
た
い
が
、
月
琴

の
上
手
で
、
詩
を
作
り
、
お
そ
ら
く
筆
耕
に
従
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
学
海

が
「
書
脾
」
と
呼
ぶ
美
人
で
あ
る
。
当
年
二
十
四
歳
、
学
海
よ
ヴ
三
十
一
歳
年

少
で
あ
っ
た
。
貞
美
は
学
海
に
と
っ
て
は
三
男
で
あ
、
つ
た
が
、
瑞
香
に
は
は
じ

め
て
の
子
で
あ
る
。
こ
う
い
う
特
別
な
時
期
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、

学
海
の
こ
の
総
覧
日
記
の
几
帳
面
な
記
載
と
は
あ
ま
り
関
係
が
な
か
ろ
う
。

 
こ
の
一
事
か
ら
み
て
も
、
韓
国
本
に
よ
っ
て
、
学
海
が
別
塁
に
出
か
け
た
月
．

日
の
大
様
を
察
す
る
こ
と
は
、
出
来
ぞ
う
で
あ
る
。

 
先
の
表
で
み
れ
ば
」
学
海
は
別
壁
に
多
く
て
月
に
五
度
、
少
け
れ
ば
二
三

度
、
そ
の
度
に
二
一
二
日
か
ら
四
五
日
ほ
ど
宿
泊
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
中
、
四
月
と
七
八
月
が
特
に
日
数
が
多
い
の
は
、
四
月
は
別
壁

の
桜
花
燗
鰻
た
る
季
節
で
訪
れ
る
入
も
多
く
、
ま
た
盛
夏
は
避
暑
の
た
め
で
あ

る
。
概
し
て
そ
の
三
塁
滞
在
日
数
は
決
し
て
少
く
は
な
い
と
言
え
る
。
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二

 
さ
て
本
書
の
内
容
に
就
い
て
、
ご
く
概
略
を
述
べ
る
。
前
述
の
よ
ケ
に
、
無

窮
会
文
庫
本
は
、
ま
だ
活
字
に
移
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
し
か
し
そ
れ
が

近
代
文
学
研
究
の
宝
庫
と
目
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
内
容
豊
富
で
あ
る
こ
と
は
、
定

評
で
あ
る
。

 
そ
れ
に
準
じ
て
、
本
日
記
五
冊
も
ま
た
同
様
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
ま
ず
容
易

に
推
察
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
試
み
に
、
こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
人
名
を
調
べ
る
ど

約
五
百
名
以
上
に
達
し
、
そ
の
中
、
三
度
以
上
に
わ
た
っ
て
、
名
の
見
え
る
人

は
左
の
通
り
で
あ
る
。
洋
数
字
は
そ
の
記
載
度
数
。
五
十
音
順
。

△
饗
場
 
篁
村

，
青
柳
捨
三
郎

 
秋
月
 
煉
革

△
淡
島
 
寒
月

△
伊
井
 
空
佐

 
市
川
久
米
八

△
伊
藤

 
伊
藤

 
稲
津

 
井
上

 
岩
永

△
巌
谷

 
薄
井

 
瓜
生

 
榎
本

武梅小小巌春南聴博米容寒章三篁
揚村蓮波山水洋秋文八峰月塞郎村

87344363 10 58 25 33 16

 
三
遊
亭
円
朝

大
隈
重
信

△
大
槻
修
二

△
大
槻
 
文
彦

 
大
沼
 
枕
山

 
大
野
秀
太
郎

 
岡
本

△
尾
崎

 
小
沢

 
大
野

 
落
合

 
勝
部

△
川
上
音
次
郎

△
川
尻
宝
琴

△
川
田
 
甕
江

35・ ・11 33

甕三次五東芝圭紅黄ズ
江琴翠松郭三二葉石R1
33 14 10 6 3 6 3-4 3 5

 
木
村

 
曲
亭

 
黒
田

 
黒
田

△
幸
田

 
後
藤

△
小
永
井
小
舟

小
林
椿
岳

△
向
山
黄
村

 
佐
治
 
 
済

 
左
 
団
 
次

 
佐
和
 
 
正

 
佐
和
 
東
野

 
信
夫
 
恕
軒

箕椿小聖露清翠馬 王
徳岳舟屋辞意箔琴康劇
4 49 7 18 5 4 3 ‘3 -5 6416 6 10 3

'
晋

末
松

杉
浦

杉
山

鈴
木

 
関
根

△
谷

 
田
村

△
徳
富

 
鳥
井

△
中
根

△
成
島

←，干痴慧三三謙永
lK三夏淳郊潭澄機
9  4 32 3 21 55 3  8

柳，香華i野臥
北亭村峯貞

12 3 446

△
西
村

根
来

 
浜
村

 
浜
村

 
中
村

．
△
福
地
源
一
郎

 
堀
田
 
翻
堂

、
星
 
 
 
亨

 
本
阿
弥
平
賀

 
本
田
種
竹

 
尾
上
松
之
助

 
前
田
 
 
円

 
蓑
輪
 
謙
海

一福薇大耐庸
R3助山海軒斎

67 10 684933 10 445

△
宮
崎

 
宮
本

△
村
上

 
宮
崎

 
森
田

 
矢
掛

 
山
田

山
本

 
依
田

渡
辺

 
渡
辺

伯雄柴徳美里山璋浪鴨三
毛伯浦五妙愚婦蔵六北昧
3 '6 21 3  3  3 4 4 28 4 18

 
な
お
無
窮
会
文
庫
に
は
、
学
海
の
長
男
美
狭
三
吟
が
作
成
さ
れ
た
本
宅
日
記

四
十
四
冊
中
に
登
場
す
る
人
物
約
八
○
○
名
の
索
引
、
稿
本
『
依
田
学
海
日
記

索
引
」
が
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
表
の
△
印
は
、
そ
の
索
引
中
に
五
度
以
上

見
え
る
人
名
で
あ
る
。

 
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
韓
国
本
五
冊
に
所
出
三
度
以
下
の
人
々
の
中
に
は
、

 
 
石
橋
忍
月
・
井
上
文
雄
・
井
上
巽
軒
・
岩
倉
具
視
・
岩
谷
一
六
・
内
田
不

 
 
知
庵
・
大
西
述
・
沖
守
山
・
尾
崎
行
雄
・
小
野
湖
山
・
仮
名
垣
魯
文
・
菊

 
 
三
三
漢
・
岸
田
吟
香
・
日
下
部
鳴
鶴
・
久
保
田
三
三
・
小
中
村
清
矩
・
斎

 
，
藤
阪
堂
・
佐
々
木
信
綱
・
重
野
成
斎
・
野
口
小
瀕
・
玉
松
操
・
千
歳
米
披

 
 
・
長
三
洲
・
土
屋
鳳
洲
・
坪
内
造
遙
・
島
井
沈
・
中
西
梅
花
㎏
西
村
茂
樹

 
 
・
林
述
斎
・
黙
阿
弥
・
森
鴎
外

な
ど
の
ほ
か
、
九
蔵
・
家
橘
な
ど
役
者
も
多
い
。
そ
の
数
は
、
た
し
か
に
本
宅

依
田
学
海
の
漢
文
体
日
記
 
一
韓
国
々
立
中
央
図
書
館
蔵
「
墨
水
別
駆
雑
録
』
「
墨
水
雑
録
』
に
つ
い
て
一
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日
記
に
は
及
ば
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

り
、
馳
本
宅
日
記
が
現
在
な
お
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
日

記
の
重
要
性
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
明
ら
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
人
々
も
多
く
の
分
野
に
分
れ
て
お
り
、
ま
た
、
．
こ
う
し

た
人
物
以
外
の
学
海
自
身
の
感
想
や
見
聞
の
集
録
記
載
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
と

り
ま
と
め
て
、
内
容
を
分
類
す
れ
ば
、

 
 
一
、
学
海
の
詩
文

 
 
二
、
文
学
暫
・
文
壇
人
の
消
息

 
 
三
、
政
治
関
係
・
旧
藩
主
関
係
記
事

 
 
四
、
社
会
見
聞
・
雑
記

 
 
五
、
家
庭
・
家
族
に
関
す
る
記
事
。

と
で
も
な
ろ
う
。

 ．

ﾈ
下
、
．
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
順
を
追
っ
て
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

三
、
学
海
の
詩
文
」

 
本
．
日
記
は
前
述
の
よ
う
な
趣
旨
の
下
に
執
筆
さ
れ
、
単
な
る
日
次
み
の
備
忘

雑
記
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
詩
文
集
と
い
っ
た
面
影
が
濃

．
い
。

 
第
一
は
詩
で
あ
る
。
本
日
記
収
載
の
詩
歌
の
数
総
計
五
八
八
首
の
多
き
に
達

じ
、
そ
の
中
数
首
の
和
歌
を
除
け
ば
、
他
は
漢
詩
で
あ
る
。
そ
の
形
式
は
、
七

言
絶
句
が
最
も
多
く
、
次
い
で
七
言
律
詩
・
五
言
古
詩
・
七
言
三
二
律
詩
の
ほ

か
、
行
・
引
な
ど
と
冠
し
た
も
の
も
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
学
海
の
自
作
で
あ

る
が
、
か
な
り
の
数
の
詩
歌
の
贈
答
が
あ
り
、
他
人
の
作
も
ふ
く
ま
れ
て
い

る
。
私
は
三
品
の
力
量
に
敏
け
る
者
で
は
あ
る
が
♪
秀
作
も
少
く
な
い
よ
う
に

は
感
ず
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
・
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

 
ま
た
そ
れ
と
共
に
、
ま
と
ま
っ
た
比
較
的
短
い
散
文
に
題
を
付
け
、
文
字
の
．

肩
を
一
段
下
げ
て
、
改
ま
っ
た
形
で
記
述
す
る
こ
と
が
多
い
。
左
に
そ
の
題
名

を
列
記
す
る
。
 
（
 
）
内
の
数
字
は
「
明
治
年
月
日
、
莱
は
書
物
の
序
文
で
あ

る
。

枇
杷
引
（
一
七
年
一
一
」
月
一
六
日
）

白
鴎
社
約
四
則
（
一
．
八
・
一
〇
・
一
九
）

題
狐
妖
図
（
一
八
・
二
・
ご
八
）

畳
良
政
府
三
三
・
（
一
六
・
一
一
・
一
八
）

山
岡
高
歩
略
伝
（
二
｝
・
七
・
一
＝
）

与
中
野
香
亭
（
一
＝
・
八
・
一
八
）
．

＊
露
団
々
序
（
二
］
臥
｝
二
・
二
〇
）

＊
烈
士
血
涙
序
（
二
二
・
一
・
七
）

森
文
部
大
臣
有
礼
為
凶
徒
所
害
（
ニ
ニ
・
二
・
ご
一
】
）

西
野
文
太
郎
伝
（
二
二
・
二
・
二
二
）

為
前
田
圓
題
娼
妓
図
（
二
二
．
三
・
二
〇
）

最
高
山
仲
縄
賑
磯
餓
（
二
二
・
四
・
八
）

白
刃
表
誠
（
二
二
・
九
・
，
＝
】
｝
）

来
島
恒
吉
伝
（
二
二
・
一
〇
・
二
八
）

恥
赤
穂
義
士
実
話
序
（
一
三
・
十
｝
・
二
四
）

菅
迷
霧
序
（
二
二
・
一
二
・
一
七
）

奇
文
欣
善
果
記
（
一
一
一
二
・
二
・
二
五
～
二
六
）

中
村
鶴
蔵
伝
八
二
＝
丁
四
・
一
四
）

簡
杉
山
三
幅
（
二
三
・
七
・
二
六
）
 
（
二
六
・
七
・
一
，
）
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蔚
蔑
屋
家
集
序
（
二
三
・
七
・
二
七
）

 
三
文
欣
賞
接
記
（
二
一
二
・
九
・
＝
）

＊
江
東
紀
勝
序
（
二
三
・
八
・
一
七
）

 
津
田
三
蔵
．
・
畠
山
勢
子
伝
（
ゴ
四
・
五
・
二
七
）
 
 
 
 
 
 
 
」

 
贈
書
生
演
劇
川
上
音
次
郎
（
二
四
・
七
・
二
五
）
「

 
盆
景
記
（
二
五
・
一
一
・
一
七
）
．

 
白
頭
一
望
（
二
七
・
七
・
一
七
）

 
梵
旧
庵
記
（
二
九
・
一
二
・
二
回
目

 
八
分
亭
記
（
三
〇
」
三
・
二
一
）

＊
柳
北
全
集
序
（
三
〇
・
四
・
一
四
）

 
与
大
槻
文
彦
論
伊
達
念
海
公
事
回
書
（
三
〇
・
匹
・
一
七
）

、
復
信
夫
恕
軒
書
（
三
〇
・
四
・
二
二
）

 
警
［
吏
贈
答
フ
ル
案
・
口
演
（
三
〇
・
九
・
一
．
一
）

 
富
夫
人
浮
田
氏
伝
（
三
〇
・
十
一
・
六
）

な
お
題
名
は
付
い
て
い
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
文
体
・
形
式
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ら

に
準
ず
べ
き
作
ど
み
る
．
べ
．
き
も
の
も
あ
っ
て
、
左
の
通
り
で
あ
る
。
題
は
仮
り

に
私
が
つ
け
た
も
の
。
、

 
〔
伊
藤
春
畝
議
長
辞
職
ノ
事
ヲ
論
ズ
〕
 
（
二
二
・
一
〇
・
一
六
）

 
〔
ク
ル
ス
ピ
ト
襲
撃
事
件
〕
 
（
二
二
・
一
一
・
六
）

 
〔
堀
田
公
ノ
為
二
謝
礼
文
ノ
代
作
〕
 
（
二
二
・
十
一
・
一
五
）

 
〔
読
震
川
並
〕
 
（
一
ご
二
・
二
・
二
五
～
二
六
）

 
〔
稗
史
野
乗
ヲ
論
ズ
〕
（
壬
二
・
四
・
一
四
）

 
〔
徳
富
蘇
峯
二
寄
ス
ル
書
〕
（
二
五
・
八
・
二
六
）

こ
れ
ら
の
中
の
多
く
は
、
人
か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
、
露
伴
の
「
露
団
々
」
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＼

序
、
「
良
政
府
談
」
の
序
な
ど
他
人
の
著
書
に
序
を
求
め
ら
れ
た
も
の
が
多
い

が
、
中
に
は
「
白
頭
一
駿
」
の
「
三
頭
一
」
は
酒
の
名
で
あ
り
、
醸
造
元
か
ら

宣
伝
用
に
求
め
ら
れ
た
か
の
如
き
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
長
く
て
七
八
百
字

程
度
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
為
ち
う
ん
彼
の
著
作
と
し
て
は
、
些
末
な
も
の
に

過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
大
部
分
は
日
記
に
の
み
留
め
ら
れ
て
、
世
に
公
表
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
女
子
大
刊
の
『
近
代
文
学
研
究
叢

書
」
一
〇
中
の
学
海
著
作
年
表
に
は
、
わ
ず
か
に
左
の
三
篇
の
名
が
見
え
る
。

 
 
題
高
山
彦
九
郎
賑
三
民
図
、
国
光
一
巻
二
号
・
明
治
二
二
年
九
月

 
 
盆
景
記
太
陽
二
巻
；
四
号
・
明
治
二
九
年
十
二
月

 
 
柳
北
全
集
序
 
太
陽
三
，
巻
十
九
号
・
明
治
三
〇
年
九
月
、
文
芸
倶
楽
部
三

 
 
 
三
九
号
・
明
治
三
〇
年
九
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

こ
れ
ら
す
べ
て
、
本
日
記
後
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ

ゑ
そ
の
間
の
改
稿
あ
る
い
は
叢
の
有
無
や
そ
の
実
態
な
ど
箸
は
ま
だ
調
的

べ
て
い
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
対
照
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
を
察
す
る
こ
と
は
容
易
で
 
 
〔
、

あ
ろ
う
。

 
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
、
人
か
ら
依
頼
さ
れ
て
書
い
た
も
の
の
ほ
か
に
、
政
治

的
・
社
会
的
事
件
に
出
会
っ
て
、
新
聞
記
事
な
ど
に
基
い
て
経
緯
を
記
し
、
所

感
を
記
し
た
も
の
に
、
前
記
の
森
有
礼
暗
殺
事
件
・
大
津
事
件
・
大
隈
重
信
襲

撃
犯
人
の
来
島
恒
吉
伝
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
記
事
に
う
か
が
え
る

学
海
の
思
想
に
つ
い
て
も
、
稿
を
改
め
た
い
。

 
ま
た
、
学
海
の
述
作
と
し
て
見
落
せ
な
い
の
は
、
「
名
勝
地
遊
覧
記
で
あ
ろ

．
う
。
早
く
明
治
十
四
年
に
は
「
墨
水
廿
四
十
記
」
二
冊
を
刊
行
し
て
「
東
橋
雨

雫
」
以
下
「
墨
堤
桜
雲
」
ま
で
を
そ
れ
ぞ
れ
絵
入
り
で
紹
介
し
て
い
る
。
彼
・

自
身
そ
の
序
文
に
い
う
通
り
、
そ
れ
は
頼
山
陽
ら
近
世
文
人
に
倣
っ
た
も
の
だ

依
田
学
海
の
漢
文
体
日
記
 
-
韓
国
々
立
中
央
図
書
館
蔵
『
墨
水
別
塁
雑
録
』
『
墨
水
雑
録
』
に
つ
い
て
一
，



が
、
彼
の
性
癖
と
し
て
も
、
旅
行
・
遊
覧
が
大
好
き
だ
っ
た
ら
し
い
。
文
部

省
在
任
中
は
そ
の
暇
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
明
治
十
八
年
二
月
罷
官
に
な
る

と
、
そ
の
日
記
に
、

 
 
此
レ
ヨ
リ
間
雲
野
鶴
、
蓋
シ
遠
ク
京
洛
二
遊
ビ
、
以
テ
余
年
ヲ
老
イ
ン
ト

 
 
欲
ス
ル
ノ
ミ

と
記
し
、
さ
っ
そ
く
そ
れ
を
実
行
に
移
し
て
、
そ
の
年
四
月
十
五
日
か
ら
七
月

十
九
日
ま
で
、
三
か
月
に
及
ぶ
関
西
各
地
名
勝
を
遊
覧
し
た
つ
本
日
記
に
は
、

た
だ
そ
の
間
訪
れ
た
四
日
市
・
芳
山
・
須
磨
・
明
石
・
有
馬
・
岐
阜
・
養
老
の

地
名
を
記
す
の
み
で
、
あ
と
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④

 
 
事
口
書
ス
所
ノ
画
註
記
躍
諸
篇
二
詳
シ
曾
朗
円
心
）

と
述
べ
る
に
留
ま
る
。
ま
た
、
続
い
て
同
年
十
一
月
に
も
十
六
日
～
十
八
a
の

三
日
間
妙
義
金
位
山
に
、
友
人
の
杉
浦
梅
潭
と
と
も
に
出
か
け
て
お
り
、
後
に

同
年
十
月
、
「
遊
金
諸
山
」
と
題
し
て
、
「
文
明
新
誌
」
に
発
表
し
て
い
る
。

 
そ
の
後
も
、
こ
の
日
記
に
は
、

 
 
明
治
二
三
年
九
月
二
〇
日
～
一
＝
日
、
絵
厳
行
、
瑞
香
同
伴

 
 
明
治
二
四
年
五
月
八
日
～
一
五
日
、
関
西
・
九
州
地
方
、
妻
よ
し
同
伴

 
 
同
二
四
年
八
月
六
～
一
七
日
箱
根
、
墨
香
同
伴

 
 
同
二
九
年
四
月
九
～
一
七
日
関
西
・
中
国
地
方
、
瑞
香
同
伴

 
 
同
三
1
年
七
月
一
七
～
二
七
日
塩
原
行
、
瑞
香
同
伴

の
各
記
事
が
見
え
る
。

 
こ
の
中
、
明
治
二
四
年
五
月
の
関
西
・
九
州
旅
行
に
つ
い
て
は
、
そ
の
年
六

月
か
ら
十
一
月
ま
で
九
回
に
わ
た
っ
て
「
漫
游
の
僧
楽
」
と
題
し
て
「
国
民
の

友
」
に
紀
行
文
を
連
載
し
て
い
る
。

 
右
の
七
篇
の
紀
行
文
の
記
述
は
精
粗
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
本
日
記
章
、
特

に
精
細
で
興
昧
が
あ
る
の
は
、
明
治
十
八
年
の
金
洞
山
行
と
明
治
三
一
年
の
塩

原
行
と
で
あ
る
。
今
、
後
者
の
一
節
、
七
月
二
十
一
日
置
を
掲
げ
る
q

 
 
晴
、
朝
起
、
例
二
三
リ
三
三
二
三
シ
散
歩
ス
。
天
狗
巌
ヲ
過
ギ
テ
、
小
夜

 
 
河
原
三
島
中
州
に
至
ル
。
塩
原
小
直
撃
云
バ
ク
、
澗
二
野
ヒ
テ
西
ス
ル
コ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ま

 
 
ト
数
町
ノ
間
ヲ
小
夜
河
原
ト
日
フ
。
西
崖
相
遭
リ
、
底
二
連
リ
テ
皆
石
ナ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
り
。
色
ハ
灰
白
ニ
シ
テ
質
滑
沢
、
蓋
シ
雨
濠
ノ
漂
溢
糧
激
、
磨
礪
シ
テ
然

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
ば
だ
つ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
ら

 
 
ル
也
。
平
時
之
ヲ
望
メ
バ
、
墓
壁
ヲ
 
峙
 
ル
が
如
ク
、
素
望
屏
風
ヲ
列

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と
ど
ま

 
 
ヌ
ル
が
如
シ
。
水
密
ノ
下
二
注
ギ
、
奔
レ
バ
則
チ
雪
白
、
・
淳
レ
バ
則

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
ぎ
な
み
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
ん

 
 
チ
藍
青
、
 
深
キ
ハ
渦
ト
ナ
リ
、
 
浅
キ
ハ
 
漣
ト
ナ
ル
。
 
…
帯
紋
藍
ヲ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さ
か
の
ぼ

 
 
展
ズ
ル
が
如
シ
、
益
ス
 
湖
リ
テ
益
ス
奇
、
怪
石
離
塁
シ
、
聖
哲
ノ
巨

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふ

 
 
大
夫
ノ
裸
ニ
シ
テ
水
二
浴
シ
テ
出
ヅ
ル
者
ノ
如
シ
。
仰
グ
者
、
傭
ス
者
、

 
 
か
う
べ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そ
び
や
か
 
 
 
 
き
き
ょ

 
 
首
ヲ
回
ス
者
、
肩
ヲ
 
脅
 
ス
者
、
脆
鋸
坐
臥
ス
ル
者
、
千
状
万
態
、
神

 
 
四
仏
手
、
殆
ド
名
言
ス
ベ
カ
ラ
ズ
ト
。
歌
ヲ
善
ク
ス
ト
謂
フ
ベ
キ
也
。
此

 
 
ノ
境
大
路
ヨ
リ
望
メ
バ
、
径
ノ
下
ル
ベ
キ
者
無
シ
。
園
リ
テ
一
露
店
ノ
左

 
 
ヨ
リ
一
小
路
ヲ
得
、
荒
草
蕪
稼
、
排
シ
テ
行
ク
、
景
石
ヲ
飼
伏
し
て
潭
上

 
 
二
至
レ
バ
、
 
一
巨
巌
ヲ
見
ル
、
躍
マ
リ
テ
焉
ヲ
窺
フ
。
具
申
白
石
帳
臥

 
 
シ
、
水
触
レ
テ
怒
ル
、
淘
湧
□
薄
薄
ス
ル
コ
ト
、
・
雪
ヲ
猿
ス
如
ク
、
氷
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
つ

 
 
ヲ
砕
ク
ガ
如
シ
。
実
二
奇
景
也
。
箒
漢
国
論
ヨ
リ
来
ル
、
巻
石
航
ト
シ
テ

 
 
 
 
 
 
は
や
 
 
 
 
 
 
せ
ん
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き

 
 
練
続
、
水
勢
疾
キ
コ
ト
無
量
、
浄
潔
練
縞
ヲ
勇
ル
。
・
両
崖
互
二
王
薄
シ
、

 
 
 
 
 
せ
き

 
 
激
瑞
梢
整
小
ニ
シ
テ
、
相
闘
ヒ
テ
相
降
ラ
ズ
、
号
怒
シ
テ
争
フ
。
｝
道
石

 
 
ノ
為
二
遮
断
セ
ラ
ル
。
触
合
乍
チ
騰
矯
、
飛
沫
急
雨
ノ
如
シ
。
無
明
翻
倒

 
 
セ
ン
ト
欲
ス
、
雪
霰
冬
夏
三
旦
リ
、
雷
震
昏
言
訳
シ
。
絶
勝
此
ノ
如
キ
有

 
 
リ
、
三
三
模
写
セ
ザ
ル
ヲ
悔
ユ
、
須
ク
画
二
型
ス
ベ
シ
、
夢
魂
落
ツ
ル

 
 
コ
ト
杳
紗
タ
リ
。

（132）



前
半
は
「
塩
原
掌
記
」
に
擦
る
も
の
の
、
全
文
躍
動
し
て
佳
文
た
る
を
失
わ
な

い
。

 
な
お
へ
前
記
『
学
海
先
生
一
代
記
』
に
は
そ
め
自
画
と
土
ハ
に
添
え
ら
れ
た
詞

書
が
興
を
唆
る
の
で
あ
る
が
、
全
五
九
丁
の
う
ち
そ
の
第
三
十
一
丁
か
ら
第
五

十
三
丁
ま
で
二
三
図
は
す
べ
て
全
国
の
名
勝
地
の
景
で
、
名
勝
遊
覧
を
好
ん
だ

彼
の
面
目
が
躍
如
と
し
て
い
る
。

 
さ
ら
に
ま
た
、
依
田
美
狭
古
氏
作
製
の
稿
本
『
依
田
学
海
年
譜
』
 
（
無
窮
会

文
庫
蔵
）
に
も
、
こ
れ
ら
の
旅
行
に
関
す
る
記
述
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
、

学
海
談
叢
・
遺
稿
・
学
海
日
録
等
に
採
っ
た
旨
こ
と
わ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
文
献
は
筆
者
未
見
の
た
め
、
確
か
な
こ
と
赤
い
え
な
い
が
、
本
日
記
に
詳
細

の
記
事
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
学
海
自
身
日
記
を
も
と
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「

推
敲
作
成
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
先
に
述
べ
た
短
い
序
記
類
の
場
合
と
同

じ
く
、
当
時
雑
誌
・
単
行
本
に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
本
日
記
の
原
文
と
を
比
較

対
照
す
る
こ
と
も
今
後
必
要
な
こ
と
か
と
思
う
。

四

 
先
に
も
述
べ
た
通
り
う
本
書
に
は
実
に
数
多
く
の
文
士
ゼ
作
家
が
顔
を
見
せ

て
お
り
、
そ
の
言
動
の
記
事
が
本
日
記
の
最
大
の
見
所
と
な
っ
て
い
る
。
先
に

，
森
銑
三
氏
ら
が
引
か
れ
た
の
も
多
く
は
本
宅
日
記
の
中
に
見
え
る
こ
の
種
の
記

事
で
あ
り
、
噛
本
日
記
に
あ
っ
て
も
事
情
は
も
と
よ
り
変
ら
な
い
。
当
時
の
文
学

動
向
や
、
又
そ
の
問
題
点
に
就
い
て
、
私
は
不
案
内
ゆ
え
、
こ
こ
に
は
彼
ら
の

交
遊
ぶ
り
を
う
か
が
わ
せ
る
興
味
ぶ
か
い
記
事
の
幾
つ
か
を
掲
げ
る
に
と
ど
め

よ
う
と
思
う
。

 
 
 
（
明
治
二
六
年
十
一
月
）
十
六
日
 
晴
 
墨
水
二
至
ル
。
饗
庭
篁
村
ヲ
寺

 
依
田
学
海
の
漢
文
体
日
記
 
-
韓
国
々
回
申
央
図
書
館
蔵
『
墨
水
別
戸
雑
録
』

 
 
 
島
村
二
訪
フ
。
遽
カ
ニ
篁
村
ト
ト
モ
ニ
幸
田
露
伴
ヲ
訪
フ
。
午
飯
ス
。
雨

 
 
 
二
三
ヒ
テ
帰
ル
。
是
ヨ
リ
先
、
篁
村
・
思
軒
・
露
伴
三
子
嘗
テ
根
岸
二
飯

 
 
、
ス
。
夜
十
時
往
キ
テ
宮
崎
三
昧
ヲ
訪
ハ
ン
ト
欲
ス
。
乃
チ
、
一
瓶
ノ
酒
ヲ
買

 
 
 
ヒ
テ
其
ノ
門
ヲ
叩
ク
。
主
人
将
士
睡
リ
テ
応
ヘ
ズ
。
其
ノ
酒
ヲ
門
二
留
メ

 
 
 
テ
去
ル
。
謂
ヘ
ラ
ク
、
明
朝
門
ヲ
欄
ケ
テ
之
ヲ
見
テ
、
必
ズ
や
驚
キ
テ
以

 
 
 
テ
奇
ト
為
サ
ン
ト
。
既
ニ
シ
テ
寂
然
タ
．
リ
。
人
ヲ
シ
テ
之
ヲ
問
掛
シ
ム
レ

 
 
 
バ
、
則
チ
富
有
リ
テ
取
り
去
り
、
主
人
即
知
ラ
ザ
リ
シ
也
。
皆
大
笑
ス
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し

 
 
 
是
ノ
日
談
此
二
及
ブ
。
各
説
ノ
瓶
必
去
リ
シ
処
ヲ
推
シ
テ
之
ヲ
据
摩
ス
。

 
 
 
諾
誰
百
出
。
乃
チ
各
一
篇
ノ
小
説
ヲ
作
り
テ
相
示
サ
ン
コ
ト
ヲ
約
ス
。

 
 
 
（
明
治
十
九
年
七
月
二
十
八
日
）
川
田
甕
江
来
園
（
中
略
）
、
縦
雲
霞
団
歌

 
 
 
ツ
テ
去
ル
。
甕
江
財
政
ヲ
婦
二
委
ヌ
。
筆
勢
計
二
密
ニ
シ
テ
、
公
私
一
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
マ
マ
）

 
 
 
銭
ヲ
出
入
ス
ル
能
ハ
ズ
、
江
毯
室
ノ
為
二
其
ノ
質
貨
ヲ
償
ヒ
、
財
二
苦
シ

 
 
 
ミ
テ
余
二
借
ラ
ン
コ
ト
求
ム
。
余
ノ
嚢
モ
亦
渋
ク
之
二
選
ズ
ル
コ
ト
能
ハ

 
 
 
ズ
。
因
ツ
テ
券
ヲ
書
キ
甕
江
二
授
ク
、
江
之
テ
婦
二
取
ル
、
余
乃
チ
為
二

 
 
 
甕
江
二
券
ヲ
書
キ
之
ヲ
蔵
セ
ン
コ
ト
ヲ
求
ム
、
互
二
相
償
フ
也
。

 
 
学
海
と
饗
庭
篁
村
・
幸
田
露
伴
・
森
田
思
軒
・
宮
崎
三
味
あ
る
い
は
川
田
甕
．

 
江
ら
と
の
愉
快
な
交
遊
ぶ
り
が
如
実
に
う
か
が
え
る
材
料
で
あ
る
。

 
 
ま
た
こ
う
い
う
罪
の
な
い
逸
話
と
は
や
や
趣
を
異
に
し
て
、
知
友
に
対
す
る

 
痛
切
な
入
物
月
旦
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

 
 
 
（
明
治
二
十
三
年
七
月
二
十
六
日
）
如
里
言
フ
、
福
地
桜
痴
腹
心
ノ
友
四

 
 
 
青
藍
リ
。
日
ハ
ク
條
野
伝
平
、
日
バ
ク
松
本
秀
造
、
日
ハ
ク
大
沢
基
輔
、

 
 
 
其
ノ
一
人
ハ
之
ヲ
忘
ル
。
 
桜
痴
負
債
山
ノ
如
シ
。
積
、
く
テ
五
万
円
二
至

 
 
 
ル
。
其
ノ
実
ハ
ニ
万
円
二
過
ギ
ズ
。
蓋
シ
利
倍
シ
テ
子
ヲ
生
ミ
、
以
テ
此

 
 
 
二
至
ル
。
阻
人
之
ヲ
憂
へ
、
一
大
財
主
二
王
ヒ
テ
、
一
洗
之
ラ
清
か
ン
ト

『
墨
水
雑
録
』
に
つ
い
て
一
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シ
、
桜
痴
二
謂
ツ
テ
日
ハ
ク
、
先
生
宜
シ
ク
往
キ
テ
頬
ヲ
緩
ク
シ
請
ヲ
嘱

 
 
 
 
 
 
み
な

 
 
ス
ベ
シ
。
庶
以
テ
其
ノ
カ
ヲ
籍
サ
ン
ト
。
桜
爆
笑
ッ
テ
日
バ
ク
、
唯
ダ
卿

 
 
遅
発
ク
之
チ
為
サ
ン
。
吾
何
ゾ
能
ハ
ン
ヤ
ト
。
此
ノ
四
人
之
ヲ
イ
カ
ン
ト

 
 
モ
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
也
。
三
三
ハ
三
無
シ
、
嗜
好
酒
ヲ
飲
マ
ズ
、
姻
ヲ
喫
セ

 
 
ズ
、
唯
ダ
色
ヲ
好
ム
ゐ
ミ
。
一
日
婦
人
ヲ
擁
セ
ザ
レ
バ
猶
ホ
信
者
ノ
飲
ム

 
 
ヲ
得
ザ
ル
ガ
ゴ
ト
キ
ノ
ミ
。
其
ノ
財
ヲ
散
ジ
貧
ヲ
致
ス
者
悉
ク
此
が
為
ナ

 
 
リ
ト
、
桜
痴
嘗
テ
心
慰
謂
ツ
テ
日
バ
ク
、
僕
文
字
ヲ
草
ス
ル
コ
ト
、
一
夕

 
 
毎
二
五
千
甘
言
、
一
揮
シ
テ
成
ル
、
然
レ
ド
モ
十
余
日
ヲ
経
レ
バ
則
チ
頭

 
 
零
々
焉
ト
シ
テ
痛
ム
也
ド
、
蓋
シ
此
ノ
民
有
若
哉
草
紙
ノ
著
書
ノ
喧
伝
ス

 
 
ル
所
ト
為
ル
や
文
才
漁
況
、
縦
横
万
言
近
世
其
ノ
国
遠
ナ
リ
ハ
其
ヲ
シ
テ

 
 
専
ラ
文
章
二
従
事
セ
シ
メ
バ
量
俄
二
輪
三
楽
ラ
ン
ヤ
、
惜
ム
ベ
キ
也
。

一
件
、
余
計
な
説
明
は
要
る
ま
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
 
 
（
明
治
二
十
三
年
八
月
六
日
）
 
（
淡
島
）
寒
月
ハ
愛
悪
説
ト
号
ス
。
 
（
中

 
 
略
）
寒
月
器
識
奇
論
、
禅
理
ヲ
喜
ビ
、
井
原
西
鶴
ノ
著
書
ヲ
愛
シ
、
多
ク

 
 
其
ノ
書
ヲ
蓄
へ
、
因
ツ
テ
以
テ
号
ト
為
ス
。
時
二
文
字
ヲ
作
レ
バ
西
鶴
二

 
 
彷
彿
タ
リ
、
幸
田
露
伴
・
尾
崎
紅
葉
皆
寒
月
一
因
リ
テ
始
メ
テ
西
鶴
ノ
書

 
 
ヲ
読
ム
ヲ
得
テ
、
深
ク
其
ノ
人
ト
ナ
リ
ヲ
愛
ス
、
寒
月
ハ
家
甚
ダ
富
ム
、

 
 
然
レ
ド
モ
四
壁
薫
然
、
机
上
塵
積
ル
コ
ト
忌
寸
、
破
窓
紙
土
、
煤
茜
色
ノ

 
 
如
ク
、
以
テ
意
ト
為
サ
ザ
ル
モ
亦
奇
人
也
。

 
寒
月
の
蔵
書
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
露
伴
・
紅
葉
が
西
鶴
本
に
親
し
ん
だ
と
い

う
事
実
は
す
で
に
か
な
り
有
名
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
彼
の
日
常
も
興
・

味
ふ
か
い
も
の
が
あ
ろ
う
。

 
 
 
（
明
治
二
十
三
年
三
月
十
日
）
改
進
新
聞
ヲ
読
ム
、
山
田
美
妙
草
ス
ル
所

 
 
ノ
文
壇
叢
話
、
余
ノ
事
ヲ
載
ス
ル
有
り
。
磁
気
容
貌
、
繊
悉
遺
サ
ズ
、
亦

、

妙
手
ナ
ル
哉
因
ツ
テ
憶
フ
、
美
妙
ノ
人
物
容
量
臼
ク
三
里
蚕
室

感
興
有
リ
、
音
吐
甚
ダ
低
ク
、
居
着
静
穏
、
言
ヲ
疾
シ
ク
シ
色
ヲ
遽
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
わ
か

セ
ズ
、
近
時
ノ
文
学
諸
子
申
最
モ
少
キ
者
ハ
岩
谷
季
雄
漣
山
人
ト
為
ス
、

其
ノ
次
ギ
ハ
美
妙
也
。

 
（
明
治
二
十
六
年
八
月
二
十
七
日
）
 
（
前
路
）
周
ク
、
石
橋
感
興
一
嘗
テ

根
岸
二
寓
シ
、
 
一
女
子
ヲ
嬰
リ
テ
妻
ト
為
ス
、
岩
谷
松
平
ノ
悪
女
二
回

目
層
、
其
ノ
母
ハ
則
チ
西
園
氏
ノ
妾
、
松
平
嘗
テ
納
レ
テ
黒
房
ト
為
セ
シ
者

也
。
容
貌
甚
ダ
美
馬
母
子
並
二
絶
色
ヲ
以
テ
聞
ユ
、
皐
月
喜
ブ
コ
ト
甚
．

シ
。
居
ル
コ
ト
数
月
、
義
母
日
バ
ク
、
女
婿
債
多
ク
、
重
キ
コ
ト
邸
山
ノ

如
シ
、
吾
女
ヲ
愛
ス
、
奈
何
ゾ
此
ノ
無
頼
漢
二
嫁
セ
シ
メ
ン
ヤ
、
離
別
ヲ
求

ム
ト
、
、
一
夕
席
捲
シ
テ
去
ル
、
独
り
女
ノ
嫁
装
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
拝
セ
テ
早
月

ノ
衣
物
モ
回
持
チ
去
ラ
ル
ト
。
云
ク
、
又
浪
六
ノ
母
郷
二
在
リ
、
小
学
生

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こ
れ

・
Z
裁
縫
教
師
ヲ
業
ト
ス
。
浪
六
将
二
其
ノ
居
二
巴
ヲ
迎
ヘ
ン
ト
ス
。
而
ル

ニ
家
二
食
客
常
二
五
六
人
居
リ
テ
、
酒
ヲ
飲
ミ
肉
ヲ
食
ヒ
、
日
二
公
金
ヲ

費
ス
、
浪
六
禁
ス
ル
雪
叩
ザ
ル
也
。
負
債
日
二
増
シ
、
母
ヲ
迎
フ
ル
能
ハ

ズ
ト
云
フ
。
三
昧
日
ク
、
少
年
多
ク
金
ヲ
得
ル
ハ
災
也
ト
。
洵
二
野
リ
。

 
山
田
美
妙
の
才
人
ぶ
り
、
、
無
月
・
浪
六
ら
の
聞
の
ぬ
け
た
と
こ
ろ
な
ど
彷
彿

と
し
て
、
要
を
得
た
文
と
い
え
る
。

 
ま
た
学
海
と
成
島
柳
北
と
は
も
ど
か
ら
親
友
の
仲
で
、
向
島
の
邸
も
す
ぐ
隣

り
で
、
．
頻
り
に
往
来
し
て
い
る
。
学
海
は
本
日
討
中
に
も
灘
北
の
動
静
を
し
ば

し
ば
記
し
、
幽
明
治
十
七
年
十
一
月
三
十
日
の
彼
の
死
後
も
、
そ
の
遺
族
の
様
子

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤

は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
及
ぶ
ま
で
い
ち
い
ち
書
き
残
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

も
っ
と
も
達
文
と
称
す
べ
き
は
、
左
に
掲
げ
る
、
明
治
三
〇
年
輩
「
月
十
四
日
条
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に
見
え
る
「
豊
北
全
集
序
」
で
あ
ろ
う
。

 
 
亡
友
成
島
柳
北
、
才
二
．
奇
胎
シ
テ
文
二
艶
ナ
ル
者
也
。
三
世
文
学
ヲ
以
テ

 
 
江
戸
幕
府
二
業
フ
。
柳
北
奇
才
有
鹿
、
屡
バ
有
司
ヨ
リ
屈
セ
ラ
ル
ル
モ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
き

 
 
三
三
シ
モ
撹
マ
ズ
、
幕
府
多
事
二
遭
ヒ
．
、
一
三
騎
兵
奉
行
ト
為
り
、
再
擢

 
 
少
老
兼
会
計
総
裁
ト
為
ル
。
決
断
流
ル
ル
如
ク
、
事
訳
留
滞
無
シ
。
人
其
・

 
 
ノ
頴
敏
二
服
ス
。
量
才
二
奇
ナ
ル
三
二
非
．
ラ
ン
ヤ
。
戊
辰
ノ
変
、
王
師
東

 
 
下
シ
、
前
将
軍
誠
ヲ
投
ジ
テ
土
ヲ
献
ズ
、
柳
北
退
イ
テ
三
二
隠
レ
、
朝
野

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
ま

 
 
新
聞
社
ヲ
創
ル
、
時
事
ヲ
討
論
シ
、
間
加
フ
ル
ニ
綺
語
ヲ
以
テ
ス
、
妖
婦

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
と

 
 
濃
艶
、
花
笑
ヒ
忌
避
フ
、
読
ム
者
魂
蕩
ケ
運
動
ク
「
然
レ
ド
モ
柳
北
ハ
独

 
 
リ
才
二
奇
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
復
禍
二
奇
ナ
リ
。
独
り
文
二
艶
ナ
ル
ン
ミ

 
 
ナ
え
ス
シ
テ
、
艶
福
ア
リ
」
（
顯
遡
）
蓋
弘
柳
橋
ノ
月
芳
原
ノ
花
、
一
丁
ビ
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な

 
 
其
ノ
筆
二
入
レ
バ
価
百
倍
セ
ザ
ル
ハ
莫
シ
β
豊
文
二
艶
ナ
ル
者
二
非
ラ
ン

 
 
や
つ
然
レ
ド
モ
柳
北
ノ
得
ル
所
ハ
此
工
止
ラ
ザ
ル
也
。
復
福
二
艶
ニ
シ
テ

 
 
禍
二
奇
ナ
リ
。
何
ヲ
カ
艶
福
ト
謂
フ
。
柳
北
麻
面
倒
シ
テ
長
貌
、
甚
シ
ク

 
 
ハ
美
ナ
ラ
ズ
。
 
然
レ
ド
モ
旗
亭
二
酒
ヲ
呼
べ
バ
、
 
紅
粉
満
座
、
燕
痩
環

 
 
肥
、
寵
ヲ
磐
ヒ
媚
ヲ
競
ヒ
、
皆
柳
北
ヲ
呼
ン
デ
柳
郎
ト
為
シ
、
其
ノ
一
顧

 
 
ヲ
争
ヒ
テ
栄
ト
為
ス
。
．
何
ヲ
カ
奇
禍
ト
謂
フ
。
貧
官
汚
吏
ハ
厳
回
禄
詠
ヲ

 
 
加
へ
、
忽
二
二
ノ
怒
二
輪
ヒ
テ
獄
中
二
投
ゼ
ラ
レ
、
監
禁
数
十
日
ニ
シ
テ

 
 
屡
バ
免
・
サ
ル
ル
ヲ
得
タ
リ
。
漫
罵
深
署
毫
モ
假
借
セ
ズ
、
夫
ノ
滑
稽
詣
誰

 
 
ノ
弁
ノ
若
キ
モ
亦
最
モ
其
ノ
長
ズ
ル
所
、
文
字
一
段
ビ
出
ヅ
レ
バ
、
万
口

 
 
争
ヒ
伝
フ
。
蓋
シ
奇
艶
ノ
外
二
於
イ
テ
、
別
一
二
機
軸
ヲ
出
セ
リ
。
余
年

 
 
 
む
す

 
 
ヲ
絞
ブ
コ
ト
十
年
、
其
ノ
居
ハ
墨
水
別
宮
ヲ
占
シ
テ
墨
壷
リ
、
居
常
往
来

 
 
シ
デ
語
ル
。
其
ノ
文
ヲ
読
ム
毎
二
馬
未
ダ
嘗
テ
傾
倒
セ
ズ
ン
バ
ア
ラ
ザ
ル

 
 
 
 
こ
の
ご
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
っ

 
 
也
。
頃
者
博
文
館
主
人
尽
ク
其
ノ
遺
文
ヲ
蒐
メ
テ
巻
ト
為
シ
、
名
ヅ
ケ

 
 
テ
柳
北
全
集
ト
日
フ
。
来
タ
リ
テ
序
ヲ
求
ム
、
・
鳴
呼
量
北
亡
キ
後
、
其
ノ

 
 
居
既
二
一
二
度
其
ノ
主
ヲ
易
～
タ
リ
。
余
ハ
白
髪
頭
二
満
チ
テ
猶
ホ
筆
ヲ
執

 
 
ル
、
其
ノ
文
二
序
ス
ル
モ
亦
何
ゾ
幸
ナ
ル
ヤ
。
乃
チ
見
ル
所
ヲ
書
シ
テ
、

 
 
主
人
二
曹
ク
d
，

以
上
、
僅
か
に
本
書
の
内
容
の
一
端
を
紹
介
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
余
は
な
お
後

日
を
期
し
た
い
。

〔
注
〕1

層
森
銑
三
氏
「
露
伴
伝
記
資
料
」
露
伴
全
集
月
報
一
九
号
昭
二
七
年
三
月

 
 
・
森
銑
三
氏
「
学
海
日
録
抄
」
露
伴
全
集
月
報
二
〇
号
 
昭
二
七
年
五
月

 
 
・
関
良
一
氏
「
依
田
学
海
の
日
記
」
国
文
学
昭
三
九
年
八
月

 
 
・
小
田
切
進
氏
「
「
学
海
日
録
』
と
「
小
波
日
記
』
-
近
代
日
本
の
日

 
 
記
1
」
群
像
昭
五
八
年
六
月

 
 
・
越
智
治
雄
氏
「
新
文
学
胎
動
期
の
依
田
学
海
」
文
学
昭
和
四
〇
年
一
〇

 
 
月
な
ど

2
関
良
一
氏
、
前
掲
論
文

3
 
依
田
麻
織
古
編
『
依
田
学
海
年
譜
」
繍
）
お
よ
び
昭
和
女
子
大
学
編

 
 
「
近
代
文
学
研
究
叢
書
」
一
〇
巻
「
依
田
学
海
」
に
は
、
こ
の
時
転
宅
の

 
こ
と
の
み
記
し
て
、
以
後
向
島
邸
が
別
荘
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
に
づ

 
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。

4
！
刊
行
さ
れ
た
の
は
『
学
海
画
夢
』
二
冊
思
入
。
、
明
治
十
八
年
十
月
大

 
坂
、
湯
上
市
兵
衛
刊
。
学
海
自
序
・
谷
太
湖
昏
惑
。
画
億
富
岡
鉄
斎
・
久
保

 
田
谷
仙
・
服
部
紫
紅
・
十
市
王
祥
等
二
十
人
。
学
海
自
身
も
一
葉
画
を
か

 
い
て
い
る
。
画
題
に
あ
る
地
名
は
、
東
台
・
墨
水
・
勢
山
・
琶
琵
（
湖
）
・

依
田
学
海
の
漢
文
体
日
記
 
1
韓
国
々
立
中
央
図
書
館
蔵
「
墨
水
別
野
薙
録
』
「
墨
水
雑
録
』
に
つ
い
て
一
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東
山
・
嵐
山
・
嵐
漢
・
亀
山
・
菟
道
南
都
（
蛭
）
、
芳
山
・
三
三
轟
武
）
、

 
玉
祠
・
桜
宮
・
有
馬
・
馬
山
・
湊
川
・
舞
（
鶴
）
三
つ

5
 
明
治
十
六
年
十
一
月
二
十
四
日
条
・
十
八
年
二
月
十
四
日
条
・
十
八
年

 
七
月
二
十
八
日
条
・
十
九
年
十
月
三
日
条
。

（
付
記
）
本
稿
を
草
す
る
に
当
っ
て
、
資
料
閲
覧
そ
の
他
に
便
宜
を
お
与
え
下

 
 
さ
っ
た
韓
国
々
立
中
三
三
呈
目
館
-
無
窮
会
文
庫
の
各
関
係
者
の
方
々
、

 
 
ま
た
斡
旋
の
労
を
お
執
り
下
さ
っ
た
ソ
ウ
ル
日
本
大
使
館
の
方
々
と
森

 
 
田
芳
夫
教
授
、
資
料
に
つ
き
種
々
御
尽
力
下
さ
っ
た
松
崎
仁
氏
、
愼
仙

 
 
香
氏
、
朴
喜
緒
氏
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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